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｢本気で理想を追い求めようとすれば、必ず社会と衝突する。
それでも挑戦し続けるのが建築家という生き方だ｣と話す安藤忠雄氏。
世界中を飛び回り、独創的なコンクリートの建築で社会に挑み、
芸術文化を育ててきた彼がいま、秋田の文化力を問う。 秋
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　1941年大阪生まれ。プロボクサーを経て世界各国を旅した後、独学で建築を学び、69年に安藤忠雄
建築研究所を設立。コンクリートの住宅や教会など独創的な建築が評価され、アルヴァ･アアルト賞、仏建
築アカデミーや王立英国建築家協会、米国建築家協会などのゴールドメダル賞、仏文学芸術勲章などを
受賞。イエール大、コロンビア大、ハーバード大の客員教授を務め、97年東京大学教授、2003年から名
誉教授に。作品に〈住吉の長屋〉〈六甲の集合住宅〉〈光の教会〉〈淡路夢舞台〉〈フォートワース現代美術
館〉〈地中美術館〉など多数。現在、新秋田県立美術館の設計に携わる。
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■秋田市・秋田西武、秋田サティ、ジャスコ各店、藤木、秋田県産品プラザ（アトリオン地下1階）、秋田市民市場 加藤本店、石川酒店（トピコ2階）  ■大館市・いとく大館ショッピングセンター、他各店  ■鹿角市・関小市商店  ■大仙市・タカヤナギ各店、大阪屋、停車場こまち  ■横手市・横手サティ
■由利本荘市・イオンスーパーセンター各店　■にかほ市・泉屋商店  ■仙北市角館町・角館こだわり蔵  ■湯沢市・小川忠太郎商店、カドヤ  ■東京銀座店／東京都中央区銀座七丁目6-5（石井紀州屋ビル1階）  ■秋田キャッスルホテル店／秋田市中通一丁目3-5（秋田キャッスルホテル2階）

建築家　
安藤 忠雄
（あんどう・ただお）

　20年ほど前、ベネッセコーポ
レーションの福武總一郎社長（現
会長）から「世界一の文化施設をつ
くりたい」と依頼があった。舞台は
瀬戸内海に浮かぶ直島という離
島。直島は戦後の発展のなかで破
壊され、自然の荒廃が目立ち過疎
化も進んでいた。福武さんはお世
辞にも魅力的とは言えないこの島
に「自然を取り戻して新しい芸術
文化を育てる」という構想を描い
た。
　自然と芸術を一体化させ、過疎
の島を文化の島として再生する
このプロジェクトはいまやさまざ
まな展開を見せている。〈ベネッセ
ハウス･ミュージアム〉や〈地中美術
館〉での現代アートや、直島のなか
でも旧い集落である本村地区の
民家を保存する「家プロジェクト」。
こういった一連のプロジェクトが
功を奏し、人口約3,500人の島に
国内外から年間30万人が訪れる
アートの聖地となった。直島に来
れば「生きる力」や「創造力」が刺激
される。これから何かをやってやろ
うという人間にはとっては面白い
島になったと思う。
　「経済とは文化のしもべである」
　福武さんはそう言い続けてき
た。文化は生きる力を生み、活力を
つくり、地域を活性化させる。一流
の人間もそこから生まれてくるの
だと思う。

　世界を旅してい
た若いころ、フラン
スでル･コルビュジ
エのロンシャン礼
拝堂を訪れ、心を動
かされた。建築自体
に感動したのでは
ない。建築家の構想
力が生んだ空間で
人々が祈る表情を
見て感動したのだ。
その顔は生きる喜
びにあふれていた。

このときから私は、人々
が集まり、心の拠り所と
なる建築をつくること
を考え続けてきた。機会
を得て実現した〈光の教
会〉もそういった思想か
ら生まれた。それは単
純な機能を超えた精神
性の表現。訪れた人々の

「生きる力」や「創造する
力」となる建築である。
　私たちが生きる現実
という世界は虚構であ
り、精神的な世界でもあ
る。自然とアートが一体
化した直島で、ジェーム
ス･タレルや草間彌生の
作品が構築した精神世
界に触れたときのよう
に、感動する力が好奇心
を呼び、新しい世界へと広がって
いく。“文化”とは、そういうものな
のではないか。

　そこで、秋田はどうだ
ろう。新県立美術館の中
核となるエコール･ド･パ
リの画家･藤田嗣治は、
日本人としての自分の
感性がどこまで通用す
るかフランスで闘った
人物だ。誰も支えてくれ
る人のいない世界で、毎
日が緊張の連続だったはずだ。そ
んななか、日本画の技法を取り入
れた藤田の油絵は頭角を現してい
く。代表作「カフェにて」などに見る
ように、藤田が編み出した乳白色

の肌の色とたぐいま
れなる描線の美しさ
はパリの人々を魅了
した。彼は白の世界
のなかに日本の美意
識を全力で投入した
のではないだろうか。
かつて浮世絵が西洋
人の心をとらえたよ
うに、藤田の芸術の
なかに人々は自分た
ちとは違う文化が日
本にあることを知り、

憧れた。日本人の美意識がパリの
芸術家たちに絶賛されたのだ。そ
れは鎖国以来、築き上げてきた日
本の文化力。当時、日本は文化国
家として世界に“尊敬される”国で
あったはずだ。

　しかし戦後、日本は違った表情
を帯びていく。日本の社会から独
自の美意識は失われ、経済大国
･日本という国が一人歩きしてし
まった。日本人は、受け継がれてき
た“美意識”と“心”を置き去りにし
てしまったのだ。
　日本はかつての文化力を取り戻
さなければならない。藤田嗣治と
いう画家と、藤田に世界一巨大な
絵を描かせた平野政吉の存在を
改めて考えてみてほしい。新しい
美術館をつくったからといって、そ
れだけでは秋田は何も変わらな
い。もっと本気で目を見開き、日本
は、そして秋田は、尊敬される文化
とともに「生きる力」を築いていか
なければならないだろう。

　日本人は退化している。
　世界から見たら日本は原点を失っ
た国。顔がない日本、個性のない人間
─。自分たちの美意識を失い、経済大国
という肩書きだけが一人歩き
した日本にもはや原点などな
くなってしまった。原点とは「生
きる力」のことである。
　明治の日本と日本人の心
を世界に紹介した作家ラフカ
ディオ･ハーン（小泉八雲）は、こ
んなことを語っている。
　「日本は世界のなかでも珍
しい国。それぞれの地域に特
性があり、それぞれに個性豊かな文化
が息づいている」
　昔は三百諸藩がそれぞれに文化を
持っていた。松江（島根県）を訪れたラ
フカディオ･ハーンは美しい風景や日
本人の生活感に出合い、その風情や情
緒を心に刻んだ。それが日本文化を世

界に紹介する礎にもなった。かつては
地域ごとに美しい風景があり、土地そ
れぞれに文化があったのだ。
　私が拠点としている大阪にも進歩
的な風土があった。鎖国時に長崎の出
島で貿易が許されていたオランダ人
が江戸に向かう中継地として訪れてい

たことから、大阪の人はどん欲に異国
の文化や知識を吸収した。緒方洪庵の
開設した適塾もまた、世界を目指して
激動の時代に華を開かせた。
　明治以降の歴史のうねりのなかで、
それぞれの土地が持つ文化と人の力
は大きかったと思う。

日本は｢生きる力｣を失った 経済は文化のしもべ

｢生きる力｣はあるか

”心の拠り所”となる建築


